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論 文 内 容 要 旨
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そこで、Triple-ratio （TR) • Cross-ratio (C R )を用いて、1 ) 指節骨長の相対的比率 
が、各指関節に発生するトルクの配分を通して把握様式に与える影響、2 ) 指関節の 
屈曲角度の変化に対するトルクの変化、3 ) トルクの発生特性と把握機能との関係 
を検討した。
【方法】
(実験1 ) 樹状性、半樹状性、地上性の2 5種 5 2体の霊長類を研究対象とした。 
手の指節骨及び中手骨の長さをデジダルノギスとC T画像から計測した。 
これらの結果を用いてT R及び C Rを計算し、以下の解析を行った。
1. 正準判別分析 （C D A )および Finite mixture analysis (FMA）
2. II指〜V 指の T R . C Rの比較
樹 上 性 （n二10) •半樹上性 （n=9)、及び地上性霊長類 （n = 4 )の間、ならびにヒト 
‘ (n=9） 及び四足歩行地上性霊長類(rr=6)との間で比較した。
3. パワーグリップ時とぶら下がり時における関節トルク配分の比較
T R及 び C R は関節のトルク比に分解可能であることを証明した上で、CDAに 
より運動生態の異なる種を判別するのに最も重要な指である第 III指を用いて 
計算した。




別紙様式3 の 2 (課程博士 •論文博士共用）
(続紙）
(実験2 ) テナガザル3 体.クモザル 1 体•マントヒヒ 3 体の前腕を手関節から近位 
部を解剖し指屈筋のみを剖出した。前腕を装置に固定し、テナガザルとクモザ 
ルは直桎2 • 3 .4cm、マントヒヒは直径1.5 .2  • 3cmの円柱を指屈筋の牽引によ 
り把握させた。各個体で 5 っの違った屈曲角度においてM RI撮像を行い、3 次 
元再構築画像から第II〜V指の基節骨• 中節骨•末節骨長、および関節角度•モ 
ーメントアーム長を求め、以下の解析を行った。
1. パワーグリップ時のMCP • PIP • D IP関節トルクの解析
指の長さの影響を排險するため、指節骨およびモーメントアーム長の正規化を 
行い計算した。





(実験3 ) テナガザル3 体•マントヒヒ 3 体の前腕を使用した。遠位側では第!！ • IV 
指と共にHI指の末節骨部に、近位側では指屈筋に1kgの重りをっけ、中節骨•基 
節骨部に圧カセンサーを装着した棒に手をぶら下げた。P IP関節の屈曲角度と中 
節 骨 •基節骨部にかかる圧力を測定し、P IPおよび M C Pの関節トルクを計算し 




1. T R及び C R に関し、CDA • FM Aのどちらを用いても樹上性• 半樹上性•地上性 
霊長類の大部分が、その生態に応じて適切に分類された。
2. T R及び C Rの値は樹上性霊長類で最も小さく、半樹上性霊長類と続き地上性霊長 
類において最も大きかった。




パワーグリップ時、マントヒヒはMCP. P IP関節の角度増加に伴ってトルク発生 
効率が増加する骨格構造を持っていると考えられた。一方、テナガザルはMCP 
関節でのみ同様の機能構造を示した。またマントヒヒはテナガザルよりM CPお 
よびP IP関節で劲 率的にトルクを発生することができるが、テナガザルでは特に 
ぶら下がり時にM C P関節のトルク発生効率が屈曲とともに著しく改善すること 
が分かった。
別紙様式3 の 3 (課程博士 •論文博士共用)
(続紙）
(実験3)




本研究で行ったT R及 び C R に基づいた分類は、運動生態に基づく分類と類似し 
ており、その値は樹上性、半樹上性•地上性霊長類の順に大きくなった。つまり 
T Rや C Rが類似する場合は、手の機能も類似していることが示唆される。









別 紙 様 式 8 (課程博士 •論文博士共用)
学位論文審査の結果の要旨
整理番号 885 氏 名 玉 川 俊 宠
主 査 . ...古.....荘..„義....雄.
副 査 . .......贏..
副 査 . .......依...嚴...鹿...jfe
(学位論文審李の結果の要旨）※明朝体1 1 ポイント、 6 0 0 宇以内で作成のこと
本餉文では、霊長類の指骨の構造と把握機能には生活様式に対応した関連性があること 
を念頭に、指接骨管の相対的な長さと、異なる運動生態をもっ霊鳥対の把握機能との力学 
的/よ関係を解明することを目指し、Triple-ratio (TR)とCross-ratio (CR)を用いて種々 
の検討を行い、以下の点を明らかにした。
1. TRと CRを用いると、樹上性、华 樹上性、および地上性魅長類の大部分を適胡に分 
類できる。





4 . テナガザルでは、とくにぶら下がり時にMCP関節のトルク発生効率が屈曲とともに 
著しく改善する。




した試問を実施したところ合格と判断されたので、博 士 （医学）の学位論文に値するもの 
と認められた0
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